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令和７年 ３月２５日 

福井県交 流文化部文化・ス ポーツ局 

スポーツ 課 

 

「福井県スポーツ推進計画（案）」について、県民の皆様から貴重な御意見をいただ

き、厚くお礼申し上げます。提出されました御意見の概要等を、以下のとおり公表しま

す。 

 

 

１ 募集期間  

令和７年２月１７日（月）～３月３日（月） 

 

２ 意見件数（意見提出者数）  

３４件（１６名）  

 

３ 提出された御意見の概要および県の考え方  

別紙資料のとおり 

 

４ 問い合わせ先 

福井県交流文化部文化・スポーツ局スポーツ課 

ＴＥＬ：０７７６－２０－０７４６ 

ＦＡＸ：０７７６－２０－０６６４ 

メール：sports@pref.fukui.lg.jp 

  

  
 「福井県スポーツ推進計画（案）」 に関する 
     県民パブリックコメント意見募集の結果 
 



「福井県スポーツ推進計画（案）」に関する 
県民パブリックコメント意見募集の結果と県の考え方 

全般 
No 意見 意見に対する考え方 

1 県民の運動・スポーツ実施率を向上さ
せるためには、市や町とさらに協力す
ることが大切だと感じます。市町行
政、スポーツ推進委員、スポーツ協会
など多くの団体を巻き込み、県が旗を
振りながら、皆を引っ張っていくこと
を期待します。 

次期計画の策定を進めるにあたり、各市町
行政やスポーツ関係団体、県民を対象に幅
広く意見交換を実施し、本県の現状と課題
を把握してきました。引き続き、市町行政
とは次期計画について連携・協働しながら
スポーツ振興を推進するとともに、各市町
のスポーツ推進委員やスポーツ協会など多
くの個人・団体に協力をいただきながら施
策を進めてまいります。 

2 福井県スポーツ推進計画は、様々なこ
とが網羅されていて素晴らしいもの
だと感じました。一つ一つを実施して
いくことや、実際の例をもっとわかり
やすく提示できると県民の意識も高
まっていくかと思います。 

県では、市町や関係機関、スポーツ関係団
体などとの連携を強化しながら、次期計画
が掲げる基本理念や目指す姿の実現に向け
て、具体的施策を一つ一つ着実に進めてま
いります。 

 

 

基本方針１ 全世代の日常にスポーツを 
No 意見 意見に対する考え方 

3 子育てが終わったミドル世代は、運動
と、ランチやフラワーアレンジメント
などとの組合せイベント（１日）があ
ると、ワクワクし友達と一緒に参加す
る機会も増えると思います。私は運動
が好きなので、家事、子育て、介護、
仕事をしながら、楽しく運動に親しん
でいきたいと思います。 

県では、県民のスポーツ・文化活動の活性
化や、県民相互の交流を促進するため、ス
ポーツ・文化の体験交流イベント「スポカ
ル FUKUI」を開催しています。引き続き、
県民それぞれのライフスタイルや興味・関
心に応じたワクワクするようなイベントに
より、運動に親しむ機会づくりを図ってま
いります。 

4 スポーツ未実施者の参加促進など、ス
ポーツをあまりしない世代に向けた
施策があり、良いと思いました。 

スポーツ未実施者の参加促進を重要な施策
の一つとして位置づけております。働き盛
り子育て世代・女性を対象としたスポーツ
イベントや職場でのエクササイズ、ストレ
ッチ、ヨガ等の軽運動を普及するなど、普
段スポーツをあまりしない世代がスポーツ
に親しみ、健康で充実した生活を送ること
ができるよう努めてまいります。 

5 気軽にスポーツと触れ合える機会を
作ることでスポーツの楽しさを知る
ことができるのではないかと考えま
す。 

スポーツ・文化体験交流イベント、親子で
参加できるスポーツイベントの開催など、
県民が気軽にスポーツと触れ合い、その楽
しさを実感できる環境を整備してまいりま
す。 

6 子育て世代として、子供と一緒にスポー
ツできる環境が増えることを望んでい
ます。親子参加型で普段体験できないよ
うなスポーツ体験会を多く開催してほ
しいです。 

県では、働き盛りや子育て世代の女性のスポ
ーツ参加を強く進めていきたいと考えていま
す。親子で参加できるスポーツイベントや体
験会等スポーツができる機会の創出を図って
まいります。 



7 地域スポーツクラブなどと連携した
中学校部活動地域移行について、地域
に希望するスポーツが無い地域もあ
ります。全ての種目を網羅することは
難しいかと思いますが、子供が希望す
るスポーツクラブがない地域に対し、
県として支援をお願いしたいと思い
ます。 

中学校の部活動地域移行に関しては、生徒
が希望する活動や地域のスポーツクラブの
状況などの実態をよく知る市町が主体とな
って、現在地域移行を進めているところで
す。 
県では、国の実証事業の活用に加え、「クラ
ブ運営に必要となる経費（運営団体事務局
人件費、スポーツ活動用品購入、指導者謝
金）への支援」などの補助制度や中学生を
受け入れ可能な地域クラブの情報を市町に
提供するなど、子どもたちの多様な活躍の
場が広がり、スポーツ活動の充実が図られ
るよう、今後も中学校の部活動地域移行に
ついて、市町を支援してまいります。 

8 この計画は女性がスポーツをする上
で、女性であることに起因する困難に
寄り添っていません。20～30 代女性
の週１回以上運動・スポーツ実施率を
上げるには、男性が家事や育児を担う
こと、男性の家庭進出も同時に進めな
いと達成できません。また、子どもと
一緒にできるスポーツイベントの開
催も必要です。 

女性であることに起因する課題への解決に
向けては、県として関係部局との連携を深
めながら包括的な取組みの中で進めてまい
ります。その上で、本計画では、「スポーツ
による健康づくりの推進」や「働き盛り子
育て世代・女性のスポーツ機会の創出」に
力を入れて取り組むことを掲げています。 
忙しい日常生活の中でも、子育て中のママ
やパパが子どもと一緒に参加できるスポー
ツイベントなどを開催することにより、働
き盛り子育て世代・女性の健康づくりや運
動習慣づくりをサポートしてまいります。 

9 教員の職場環境が改善され、女性の子
育てや介護がしやすくなっています。
また男性や家族の協力も得やすくな
っているので女性一人が抱え込むこ
とも少なくなっていると感じます。次
のステップとして、女性が自分の時間
を持てるようにすることが重要です。
特に運動はリフレッシュ効果や健康
増進効果があるため、親子で参加でき
るイベントや運動習慣化サポート事
業が役立ち、日々の生活に好循環が生
まれると考えます。 

10 子育て世代が気軽に参加できる半日
コースのイベントなど、運動に親しむ
きっかけづくりや、外に出る機会づく
りとなるイベント開催への支援を計
画していただけるとありがたいです。 

11 日常の移動も運動と捉える観点から、
企業とのタイアップなども拡大する
と良いのではないかと感じています。
車社会の福井では運動時間が少ない
現状を考えると、徒歩や自転車通勤へ
の通勤手当の拡大やふくいはぴコイ
ン付与など、企業を後押しする施策が
あっても良いのではないでしょうか。
（スポーツエールカンパニー制度の
拡充） 

ふくい女性活躍推進企業へのスポーツ活動
支援、スポーツエールカンパニー認定制度
の活用促進、ふくい健康づくり実践事業所
の認定など、様々な観点から企業と連携を
深め、県民の運動機会の確保や、徒歩・自転
車通勤の推奨など、スポーツ実施や習慣化
に向けた気運醸成を図ってまいります。 

  



12 子供・家族向けだけでなく、大人向け
の体験会や研修会を定期的に開催し、
福利厚生の一環として参加できる形
があると、ウェルビーイング向上の観
点からも良いと考えます。 

1 日の大半を過ごす職場において、スポー
ツに親しむきっかけづくりを進めるほか、
自宅の隙間時間で簡単にできる軽運動の体
験会などを開催することにより、健康づく
りや運動習慣づくり、ウェルビーイング向
上につながるよう進めてまいります。 

13 年齢が上がるにつれて、運動をする機
会が減ってきていることを実感して
います。ライフステージに応じたスポ
ーツイベント開催や参加支援、予防の
ための体操などがあれば、参加してみ
たいと思います。 

幼児から高齢者まで、全てのライフステー
ジにおいて、県民それぞれの体力やライフ
スタイル、興味や関心に応じたスポーツへ
の取り組みを進めてまいります。 
基本施策６「シニア世代のスポーツ活動の
充実」では、健康福祉部と連携し、介護予防
の取組みに合わせた健康づくりや、ｅスポ
ーツを活用した交流機会の創出などフレイ
ル予防につなげてまいります。 

14 福井しあわせパラ☆スポーツデーに
ついて、参加者の年齢層が高く、未成
年の障がい児者の参加が少ないため、
特別支援学校や特別支援学級の児童
生徒が参加しやすい事業形態や、周知
時期の検討を希望します。「障がいの
ある子どもたちがスポーツに出会う
きっかけ」となる魅力的な事業になる
ことを期待しています。 

特別支援学校や小中学校の児童・生徒がよ
り多く参加できるよう、特別支援学校等と
調整しながら周知の時期を検討します。 
今後、特別支援学校等の児童・生徒向けパ
ラスポーツ合同競技体験会の実施を予定し
ており、「スポーツと出会うきっかけとな
る」ワクワクするイベントになるよう努め
てまいります。 

15 パラスポーツ出前授業について、各学
校への訪問は年に1回の制限があるほ
か、多くの学校を巡回することはマン
パワーの関係で難しいと考えられま
す。今後、「学校教育の中で」パラスポ
ーツをさらに普及させていくために、
どのようなビジョンをお持ちでしょ
うか。 

出前講座は、主に小中学校の児童・生徒に
対し、パラスポーツを通じて障がいに対す
る理解を深めていただくことを目的として
おり、１校でも多くの学校に伺えるよう年
１回までとしています。伺った学校では、
児童・生徒だけでなく先生方の理解も深ま
りますので、出前講座をきっかけに、学校
内でさらにパラスポーツの取組みを進めて
いただきたいと考えています。出前講座の
講師は、パラスポーツのトップアスリート
や競技団体の方にお願いしていますが、パ
ラリンピックに出場した選手など新たな講
師を派遣できるよう努めてまいります。 

16 パラスポーツ指導員の確保・スキルア
ップについて、福井県障害者スポーツ
指導者協議会としあわせ福井スポー
ツ協会との連携強化が必要です。例え
ば、初級講習会、スキルアップ研修な
どを共同で企画運営することや、双方
のパイプ役になる人材の設置、定期的
な意見交換などができると良いです。 

しあわせ福井スポーツ協会（以下、協会）と
福井県障がい者スポーツ指導者協議会（以
下、協議会）は、連携しながら、初級パラス
ポーツ指導員養成講習会や各種イベントで
の指導員派遣などの事業を進めています。
令和６年度から協会に配置したパラスポー
ツアドバイザーは、協議会の役員でもあり、
協会と協議会のパイプ役としての役割も期
待されています。また、令和７年度には、新
たに、指導員対象のスキルアップ研修会の
開催を検討しており、協会と協議会の連携
をより深めながら進めてまいります。 

  



17 障害者スポーツ競技人口の増加に向
けて、以下の事業展開を期待します。 
Ⅰ 障害者限定での無作為抽出での

スポーツ状況実態調査  
Ⅱ 医療、介護保険との連携 
※医師、リハ職、SW、ケアマネに対し

て障害者スポーツの情報提供を実
施。患者、利用者をスポーツ場面へ
つなげる。相談窓口も必要。 

Ⅲ 特支校を卒業後にスポーツが継
続できるようなサポート 

Ⅳ 「特別支援学級」の児童のスポー
ツ現況調査 

Ⅴ パラスポーツの大きな大会誘致。
車いすﾊﾞｽｹ、車いすﾏﾗｿﾝ、ボッチャ
など 

※大きな大会は、選手発掘、啓発に効
果的なのは全スポで経験済み 

今後、パラスポーツの競技人口を増やすた
め、医師会と連携し、県内医療機関にパラ
スポーツクラブ・サークルの紹介チラシを
配布するほか、パラスポーツアドバイザー
（理学療法士で公認パラスポーツ指導員資
格保有者）が、直接、医療機関に訪問し、障
がいのある方がパラスポーツに触れるきっ
かけづくりを進めてまいります。 
また、特別支援学校等との連携も深め、今
後、パラスポーツ競技の合同競技体験会を
開催するなど、パラスポーツ競技人口の拡
大に取り組んでまいります。 

18 パラアスリートの発掘について、障が
いの有無を問わずスポーツを楽しい
と感じることが重要です。しかし、本
計画における障がい者のスポーツ活
動推進は、運動・スポーツ導入に関す
る取り組みが少なく、選手発掘や育
成・強化が中心であるように感じられ
ます。健常者と比較し、障がい者は日
常的に運動・スポーツ活動がしにくい
ことが想定されますので、障がい者の
スポーツ活動の機会創出や継続的な
環境づくりも並行して取り組んでい
ただきたいです。そのためにも、特別
支援学校や特別支援学級における体
育の充実に向けた施策を盛り込むこ
とはできないでしょうか。 

特別支援学校や特別支援学級に通っている
児童・生徒に対して、パラスポーツを体験
する機会が増えるよう、出前形式のパラス
ポーツ体験会を開催し、学校内においてス
ポーツ活動の充実が図られるよう障がい者
のスポーツ活動の機会創出に取り組んでま
いります。 

 
 
基本方針２ チームふくいでアスリートの頂点へ 

No 意見 意見に対する考え方 

19 基本方針 2 の施策目標は、「ジュニア
アスリートアカデミーからの全国大
会出場」ではなく、「ジュニアアスリー
トアカデミーからのシニアレベルの
国際大会出場」を目標とすべきです。
全国大会を目指すことが若年者の早
期専門化を促す可能性があるため、世
界選手権やオリンピック、パラリンピ
ックを目指した⾧期の育成パスウェ
イを考えるべきです。 

ジュニアアスリートアカデミーは、国際大
会で活躍できるアスリート育成の起点とし
て、メンタルトレーニングやスポーツ栄養
学など知識や運動能力を高めるプログラム
を提供し、中高生や大学生、社会人におけ
る国スポ・オリンピックを目指す選手への
中⾧期的な強化支援サイクルを構築してい
ます。こうしたことから、起点となるジュ
ニアアスリートアカデミー受講者の全国大
会出場者数を施策目標として設定し進めて
まいります。 

  



20 女性が安心してスポーツができるよ
うに、アスリート盗撮を犯罪行為とす
る条例を制定し、許可を得た報道関係
者以外の立ち入りを禁止することや、
望遠レンズでの盗撮を防ぐための対
策、警備員や警察官による見回りを実
施すべきです。 

アスリートの盗撮防止については、各競技
団体において、防止の措置を講じており、
場合によっては警察の協力を仰ぎながら、
個別に対処を行っています。競技団体から
相談があった際には、適切に協力してまい
ります。 

21 指導者からのハラスメントを受けた
際の相談窓口を設置し、県民に周知す
べきです。 

福井県スポーツ協会内にコンプライアンス
専用相談窓口を設置し、ハラスメントに関
する相談を受け付けております。アスリー
トの皆様が安心して利用できるよう、相談
窓口の周知に努めてまいります。 

22 スポーツ医の活用については、女子ア
スリートの生理や無月経症状、貧血等
の相談体制の充実させ、低用量ピルの
活用を周知することを義務付けるべ
きです。 

スポーツ医・科学サポート事業では、県ス
ポーツ協会を窓口として、各競技団体に対
し、女性アスリート・ルナコントロールプ
ロジェクトの出前講座を行うなど、女性ア
スリートへの相談体制の充実を進めており
ます。今後も周知し、積極的な活用に努め
てまいります。 

23 「スポーツ医・科学サポートの積極的
活用」では、スポーツ医学関連のみが
記載されています。より効果的なトレ
ーニングの促進には、スポーツ科学を
活用したトレーニングの推進が必要
です。県内大学のスポーツ科学分野の
専門家との共同研究推進など、地域資
源の有効活用を踏まえた施策が必要
であると考えます。 

スポーツ医・科学を活用したトレーニング
の推進については、各競技団体の練習時等
にアスレチックトレーナーを派遣し、より
効果的なトレーニングの促進を行っていま
す。また、ふくいジュニアアスリートアカ
デミー内においても、上記と同様にスポー
ツ科学分野の専門家と協力し、受講生に対
し、より効果的なトレーニングを進めてま
いります。 

 
 
基本方針３ スポーツでワクワクドキドキを 

No 意見 意見に対する考え方 

24 プロスポーツの試合を、もっと多く県
内で開催してほしいです。目の前でレ
ベルの高いプレーや技を見て感動し
たいです。また、SNS 等で広報アピー
ルし、若い世代を動かすことで盛り上
がると思います。 

プロスポーツの試合や全国規模のスポーツ
大会などの県内開催が増えるよう、競技団
体等と協力し、誘致を進めてまいります。
また、SNS を活用した情報発信については、
市町や競技団体等を対象とした研修を実施
するなど、積極的に取り組んでまいります。 

25 エンタメの部分に関して、福井ブロー
ウィンズをはじめとする FUKUIRAYS
の存在により、スポーツ応援の文化が
着実に根付いていると実感していま
す。認知度向上などの取り組みを行
い、より福井にスポーツの盛り上がり
を波及させてほしいです。 

福井ブローウィンズをはじめ、FUKUIRAYS
全チームの認知度向上やホーム戦がさらに
盛り上がっていくよう、県としても引き続
き応援してまいります。 

  



26 トップアスリートやトップパラアス
リートのスポーツ教室開催は、選手を
通して競技をより身近に感じること
ができ、将来性のあるよい企画です。 

令和６年度「スポカル FUKUI」のスポーツ
イベントでは、オリンピアンやパラリンピ
アンによる教室やトークショーが開催さ
れ、子どもから大人まで多くの方に参加い
ただきました。県民のスポーツに対する興
味・関心を醸成し、県内スポーツの機運が
高まるよう、今後も引き続き、トップアス
リートを招いたスポーツイベントの開催を
進めてまいります。 

 
 
基本方針４ スポーツの魅力をもっと身近へ 

No 意見 意見に対する考え方 

27 組織や団体の運営を支える人材の育
成には、研修会だけでなく、実際の運
営を経験させる後押しや、運営者のた
めのイベント実施、学部設置なども検
討していただけると幸いです。 

次期計画では、スポーツを支える組織や体
制の充実にも力を入れており、総合型地域
スポーツクラブやスポーツ少年団、その他
の地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員
等を対象にした人材育成の研修会などを開
催し、スポーツ活動を支える人材の育成を
進めてまいります。これにより、実際の運
営に役立つ知識や、ノウハウを有した人材
の育成を進め、地域スポーツ活動をより充
実させてまいります。 

28 スポーツというと競技スポーツのイ
メージがありますが、多くの子どもた
ちにとっては健康につながる運動が
良いとされています。スポーツ環境は
改善されており、幼少期の遊びなど体
を動かし続けることができる環境作
りもできるとよいと思います。部活動
の地域移行が進み、クラブ化（強化、
上を目指す）が進んでいると感じま
す。勝つための指導ができる指導者
と、楽しい時間を過ごさせることがで
きる指導者の両方が増えることが望
ましいです。 

次期計画の基本方針２では、現計画の「ト
ップアスリートの養成」を継承し、競技力
向上を引き続き大きな柱の一つに位置付け
ています。また、基本方針１では、県民の誰
もが日常生活の中でスポーツが当たり前に
ある福井を目指しており、スポーツや運動
が好きな子どもが増えることで、学校卒業
後もスポーツに触れる習慣が定着すること
を期待しています。そのため、スポーツ指
導者の育成と質の向上などの施策を通じ
て、多様なニーズに応えられる指導者の養
成を図ってまいります。 

29 「スポーツボランティアはしていな
いが興味はある」という意見が想像よ
り多いと感じました。スポーツを支え
る層を取り込むために、例えばブロー
ウィンズのファン感謝イベントなど
で、「1 時間ボランティアスタッフとし
て参加し、選手とレクリエーション体
験をするイベント」があれば、楽しみ
ながらボランティアのやりがいも体
験でき、スポーツやボランティアへの
興味が深まるのではないかと思いま
す。 

県（福井県スポーツまちづくり推進機構）
では、ボランティアの登録から募集までワ
ンストップで実施できるスポーツボランテ
ィアの仕組みを構築し、人材の確保を進め
ているほか、ボランティアの資質向上を図
る講習会を開催するなど、スポーツをささ
える人材の育成に力を入れています。今後
も、関係団体等の意見をお聞きしながら、
スポーツボランティアの活動が活性化する
よう取り組んでまいります。 

  



30 スポーツの「する」「みる」「ささえる」
に加えて、今回明記の少ない「しる」の
機会をもっと増やすと良いと思います。
例えば、ハピテラスでのイベントやメデ
ィア（SNS）等、全くスポーツに興味の
ない方にも新しく接する機会を増やし
ていくと良いと思います。福井県では、
フェンシングのように魅せるスポーツ
の後押しが大切であり、ロケーションの
提供なども、その一つになると思いま
す。（例：お堀、一乗谷、東尋坊、恐竜博
物館、永平寺などでフェンシングの大会
など） 

県（福井県スポーツまちづくり推進機構）
では、スポーツ情報ポータルサイトにおい
て、県内のスポーツイベント情報の発信や
県内スポーツ施設の情報、FUKUIRAYS の
試合結果の掲載などを行っており、引き続
き、県民の皆さまに分かりやすく、使いや
すいサイトになるよう、磨き上げてまいり
ます。あわせて、SNS なども活用しながら
多くの利用者に関心を持ってもらえるよう
さらに努めてまいります。 

31 ｅスポーツにも力を入れていること
を知り、驚きました。ｅスポーツの普
及により、多くの人々がスポーツの楽
しさに気づけると思うので、ぜひ挑戦
していただきたいです。 

本県では、令和４年度より、一般社団法人福
井県ｅスポーツ連合などと連携し、商業施設
や「スポカル FUKUI」などでｅスポーツイベ
ントを開催しています。次期計画では、「ｅス
ポーツの普及拡大」を掲げ、各市町において
もｅスポーツの取組みが進むよう、県の取組
み事例を市町にも共有して、さらに推進して
まいります。 

32 ｅスポーツの推進方法として、市町や
スポーツ協会が定期的に教室を開催
することができれば良いと思います。 

33 福井は天気が悪いことが多いため、親
子で利用できる屋内施設などを簡単
に検索できると良いです。クラブなど
に所属せず、休日に親子でバスケやバ
トミントンをしたいと思っても、利用
できる場所が分からないです。 

本県では、県内のスポーツ情報をまとめた
ポータルサイト「F.sports!」を運用してお
り、ポータルサイト内で、県内各市町のス
ポーツ施設を掲載していますのでご活用く
ださい。 

34 福井県スポーツ推進計画では、基本理
念や基本方針がしっかり示されてお
り、幼児から高齢者まで、障がいの有
無を問わず運動やスポーツができる
環境づくりをしていることがわかり
ます。計画書は問題点を細かく分類し
て取り組んでおり、一つ一つ丁寧に原
因、対策、支援体制等を記述していま
す。また、アンケート調査等の計数を
グラフや表にして分かりやすくした
り、写真等を各ページに用いて楽しく
読みやすくしています。 
私見として、雨の時期や冬場に不足す
る屋内施設、屋内コートの充実の必要
性を感じます。 

天候に左右されず、年間通じて県民誰もが
スポーツを楽しめる環境を確保すること
は、スポーツ団体の活動だけでなく、スポ
ーツを通じた健康づくりや世代間交流の促
進などにつながることから、重要であると
認識しています。今後も、県民誰もがスポ
ーツに気軽に参加できる環境整備に努めて
まいります。 
 

 


